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はじめに
　本稿では、2015～2016年度に筆者が引率教員として参加した海外インターンシップ（ボラ
ンティア）研修旅行における保育実践について報告する。筆者は、スリランカ最大の非政府組
織サルボダヤ運動の保育施設で主に造形活動の実践を行った。今回の保育実践の目的は、①異
文化交流　②保育者との保育内容における交流　③現地の保育の調査　の３つとする。また、
実践を行うだけでなく、スリランカの保育に関わる政策や、サルボダヤ運動の保育の理念や実
情を知ることで、日本の保育のあり方を再確認することも期待した。
１．スリランカについて
　最初にスリランカの概況について述べる。スリランカの国名は、スリが「光り輝く」ランカ
が「島」を意味する。面積は北海道の0.8倍で熱帯モンスーン気候（高温多湿）である。人口
は2,096万人（2015年）で80％がシンハラ人、18％がタミル人である。公用語はシンハラ語・
タミル語であり、70％が仏教徒である。
　国内情勢については、2004年にインド洋大津波で被災し、３万人以上が亡くなった。また、
1980年代より続いた内紛（北東部のタミル人反政府派とスリランカ政府の内戦）が2009年に
終結し、現在は平和である。内戦終結後、日本はスリランカ和平に積極的に関与しており、政
治的にも経済的にも友好な関係が構築されている（1）。
２．スリランカの保育背景
　スリランカの出生率は2.06人（2015年）である。決して高いとは言えない出生率の中、保
護者は教育に熱心で、子どもが少しでも良い学校で過ごしてほしいと考えている。教育費用捻
出のため、女性が中東などで家政婦として働き、外貨を稼ぐということがある。そこで、2007
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年、政府は子どもの適切な養育のために、５歳以下の子どもがいる母親の海外移住労働を禁止
する法を定めた。また５歳以上の子どもがいる母親に対しても海外移住労働の場合、適切な養
育保障の証明を政府に提出するように求めている（2），（3）。このように国を挙げて子どもの健や
かな成長を見守っている。
　スリランカの就学率は97.5％（2015年）であり、南アジアにおいて高い就学率である。義務
教育は、初等学校（５歳から就学）から９年間であり、授業料・教科書代・制服布代（１着分
／年）等は無料である。識字率は92.6％（2015年）と南アジアにおいて高い水準である。プリ
スクールの就学率は65.3％（2013年）である。プリスクール・チャイルドケアにおいても、文
字教育の意識が根強く、保護者の期待も大きい。また英語教育も盛んに行われている。文字・
英語を教えていないところは人気がない。遊びの中で学ぶというより、アカデミックに教育す
るといった風潮がある（4），（5）。
　本稿では、おおむね２～５歳児の子どもが通う主に民間・非政府組織・ボランティア団体な
どが設置する就学前幼稚園を「プリスクール」とする。また、０ヶ月～５歳児対象の保育所を
「チャイルドケア」とする。なお、この名称について、保育・幼児教育の促進の管轄である女性・
子ども問題省（Ministry of Women and Child Affairs）の子ども局（Children’s Secretariat）は就学
前の子どもが通うすべての施設について ECCDセンター（Early Child Care Development Centre）
とし、名称の統一化を図りたいと考えている。しかし依然として「プリスクール」「チャイル
ドケア」という名称を使っていることが多い。それに付け加え「モンテッソーリ」という名称
を使っているところもある。これは2012年からアメリカン・モンテッソーリ協会がスリラン
カの教育・保育について寄付・援助に当たったからである（6）。筆者も町のあちこちで「モンテッ
ソーリ」という看板を見かけた。
　プリスクールとチャイルドケアは兼ねているところが多く、筆者が訪れた施設についても、
午前中のみの保育を受ける子どもと、午後からも保育を受ける（午睡後くつろいだ時間を過ご
す）子どもが同じ空間で過ごしていた。
　前述の子ども局は、スリランカ全体の子どもの成長を確実にするために、2004年に0‒5歳の
子どもを対象とした子どもの保育・幼児教育についての ECCD政策（Early Child Care 
Development Programme）を策定した。文字・英語教育が盛んな中、子ども局は、子どもに沢
山の機会を与えることを目的としている。その機会とは、環境の活動・屋外の活動・感覚を通
した活動・健康のための活動である（7）。つまり、子ども期には日本の幼稚園教育要領・保育指
針と同様、環境に配慮し、心身の発達の中で遊びを通しての指導を行うことを奨励している。
　プリスクール・チャイルドケアの登録制度を設けたり、設置基準を示したり、また保育・幼
児教育に関するガイドラインを示したりと様々な政策を行っている。しかしながら登録された
プリスクール・チャイルドケア以外にもスリランカには設置基準を満たしていない園が沢山あ
る。多様な民族・言語・宗教を抱える多民族国家であるため、長い歴史のもとその土地に根ざ
した宗教的背景を基にしたプリスクール、また紅茶のプランテーションのもと農村単位で建て
たチャイルドケアなどがそれに当たる。それに加え、外国の援助を受けたり、非政府組織のも
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と独自のシステムを持ったりするプリスクール・チャイルドケアもある（４．に述べるサルボ
ダヤ運動におけるプリスクール・チャイルドケアはこれに当たる）。そのようなプリスクール・
チャイルドケアは現在の国の設置基準を満たしていないところが多いが、土地の人からは支持
があることが多い。
　保育資格についても策定しているが、実際は持ち合わせていない保育者も多い。子ども局も
有資格者で構成したいと考えているが現在のところ大部分がそうでない。保育資格については、
１年間のディプロマコースを設け、登録制度を行っている。また、保育者研修についても力を
入れ、トレーニングセンターを設けたりプログラムを作成したりしている。
　この ECCD政策は国家政策であるが、地方分権のもとに権限が委ねられ行われている。国
は９地方をさらに25地区に、そこからさらに335分割して地方分権を奨励している。国はナショ
ナルスタンダードを示した上で可能な限り地方の自立性を促している。北と南の宗教的価値観
の違い、また農村部と都市部の経済的格差等様々な現実があり、地域の意向を着実に反映させ
ることで保育・幼児教育の活性化を図り成果をあげることを考えている（8），（9）。
３．サルボダヤ運動における保育
⑴　サルボダヤ運動について
　サルボダヤ運動は1958年、アリヤナラトネ博士（Dr. A. T. Ariyanaratne）が仏教を背景にし、
人間と社会をよりよくしていくためにおこした活動である。特に農村地域開発事業に力を入れ
ている。現在は国内全土に広がるスリランカ最大の非政府組織で、スリランカの村落23,000程
のうち半数程の12,095（2015年）がこの運動に参加しており、村々にサルボダヤ会を設けてい
る。サルボダヤ運動は仏教を背景としているが、特に仏教徒だけを対象としているわけではな
い。スリランカの宗教は仏教・ヒンドゥー教・イスラム教と多宗教である。サルボダヤ運動は、
その宗教の違いを超えた思想を受け入れているため、これほどの多くの国民が参加している。
　サルボダヤ運動の目的は技術的・経済的・社会的自立である。また、精神的・道徳的・文化
的・社会的・経済的・政治的な面で、世界・国・都市・村・家族・個人が目覚めることにより
幸福になることを任務としている。個人の目覚めが家族の目覚めを促し、家族の目覚めが村の
目覚めに繋がり、村の目覚めは都市・国の目覚めに繋がり最終的に世界の目覚めに繋がること
を示している。ここで、重要とされているのが村の目覚めである。村の目覚めは運動の大きな
柱となっている。村では、リーダーの村民（本部で研修を受けた者）が様々な事業を計画し実
行に移している（10），（11）。
　この運動を統括する本部は、首都コロンボから南に16kmのモラトゥワにある。筆者が今回
訪れたのはこの地である。ここには、本部と、地域で指導するリーダーを養う訓練センターが
ある。この訓練センターで学んだ活動員がリーダーとなり地域に戻り、その地域の実情を把握
した上で住民と一体となって、活性化計画が練られる。
　サルボダヤ運動は任務を達成するために以下の具体的な活動のユニットを設定している。
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表１　サルボダヤにおけるユニット
　 ユニット名 内容 英語表記
１ 農業製品開発 サルボダヤ独自の農業製品の開発 Coopid
２ 民主主義・平和活動 国の発展のために地域で分かち合いを行う Deshadaya
３ 災害管理 災害の際、チーム ･の派遣・資源の配給 Disaster Management Unit
４ 子どもの発達 保育者の育成・プリスクール ･チャイルドケアの設置 Early Childhood Development Unit
５ 国際関連 ボランティアプログラムの作成 International Unit
６ 地方の技術サービス 村のインフラ開発 Rural Technical Services Unit
７ 木工製品と輸出 家具・木工玩具の製作と輸出 Woodwork and Exports Unit
８ 地域保健 小児保健・家族計画・HIV・自殺防止等 Community Health Unit
９ 高等教育研究所 教育の提供・サルボダヤ大学の先駆となる研究所 Sarvodaya Institute of Higher Learning
Sarvodaya Annual Service Report 2014‒2015をもとに筆者作成
　ここで特記すべきこととして、サルボダヤ運動には地域保健ユニット（Community Health 
Unit）があるという点がある。地域保健の役割を担う女性リーダーとしての保健師の育成を重
要視している。地域社会の子どもの成長を促すために、健康・衛生指導のできる保健師を育成
し、保健師は子ども・家族の健康増進、伝染病予防、家族計画の指導等を行っている。また母
親の集団づくりを大切にしており、村々で互いに子育て支援ができるようにし地域活性化を
行っている。このように女性の活躍を推進している （12），（13）。
⑵　サルボダヤの保育について
　サルボダヤ運動では、ユニットの中に、子どもの発達ユニット（Early Childhood Development 
Unit）がある。これは発足当時より重点的に活動しているプログラムである。このユニットでは、
保育に関する地域リーダーを育成することが重要な任務である。
　このユニットではサルボダヤ運動が運営するプリスクール・チャイルドケアの管理をする地
域リーダーの育成を行っている。現在スリランカ国内でサルボダヤ運動が管理するプリスクー
ルは2,375園（2015年）ある。チャイルドケアの数は定かではないが、スリランカのプリスクー
ル・チャイルドケアの半数以上はサルボダヤ会が運営していると言われている。サルボダヤ運
動の職員によると、その数は8,000園以上（2015年）だそうである。このようにスリランカに
おける保育の面において、サルボダヤ運動は先駆的な役割を担っており、国の政策よりも前か
ら独自のシステムを用いて貢献してきた。
　その地域リーダー育成については、モラトゥワ本部研修センターにおいて行ってきたが、
2014年よりモラトゥワ郊外（南東へ20km）のバンダラガマ大学内高等教育センターに移って
いる。ここはサルボダヤ運動が作った大学である。サルボダヤ運動は大学を作ることによって
更なる進歩を考えている。
　サルボダヤ運動では、地域リーダーが村々での保育者の養成を行っている。村々から保育者
に適した者が選ばれ、研修を受け、保育者となる。１年以上のカリキュラムを設定し、また独
自の教科書も作成している。村々にはサルボダヤ運動が認可したプリスクール・チャイルドケ
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アがあり、その村々の自治で運営している。このようなプリスクール・チャイルドケアは国の
認可とは別のところで運営をされていることが多い。保育者の給料についてはサルボダヤ運動
が支払っていることが多い。しかし保育者は、仕事として行っているというよりはサルボダヤ
運動の奉仕精神のもとで行っていることが多い。よって給与はおおよそ１ヶ月1,000ルピー程
度（１ルピー㲈0.8円）と低い。しかし保育者は研修を受け、その尊い精神のもと従事している。
　このユニットでは、村々のプリスクール・チャイルドケアを作ることに資金提供し支援して
いる。このプリスクール・チャイルドケアには地域教育センター（Community Education 
Center）も含んでいることが多く、そこでは子どもだけでなく保護者に対する子育て支援・教
育も施している。内容については子どもの権利や虐待防止についてである。
　この他に、北部の内戦地区難民キャンプ内における安全なプリスクール・チャイルドケアの
設立にも熱心に取り組んでいる（14）。
⑶　スワセータ（Suwasetha）について
　ここでは、サルボダヤ運動のスワセータ（Suwasetha）について紹介する。スワセータは、
サルボダヤ運動の創始者アリヤナラトネ博士の夫人ニエタが始めた奉仕活動である。スワセー
タの始まりは1974年、ニエタが孤児の女児Ｍ（当時生後５ヶ月）を育てることに始まる。当
時ニエタは栄養失調で2,500gほどしかなかった女児Ｍを助けるべく日々奮闘していた。その
ようなニエタを見てアリヤナラトネは栄養失調の子どもを養護する施設をつくることを考え
た。この施設が今回１つ目として訪問した孤児院・乳児のための栄養センター（Malnourished 
babies (Nutrition Center)）である。1970年代、スリランカにおいて乳児の栄養失調が問題視さ
れていた。当時からサルボダヤ運動においても、母親に対する栄養指導は重要な活動のひとつ
であった。そのような中、栄養失調の子どもを収容する施設が発足した。現在は栄養失調の子
どもだけでなく、母親が療育不能な子どもや、障がいのある子ども等も含まれている。
　その女児Ｍは、サルボダヤで教育と職業訓練を受け、現在42歳となり、リーラ・ジャヤセ
カラ記念子ども発達センター・一時避難の家（Leela Jayasekara Memorial Child Development 
Center (Transit Home)）で保育者・寮母として活躍している。
　ニエタが始めた奉仕活動スワセータは孤児院にとどまることなく、女性障がい者の家と職業
訓練センター、高齢者ホーム、一時避難の家、十代の母の家、虐待にあった男児の家、虐待に
あった女児の家、ストリートチルドレンの家、プリスクール・チャイルドケア等の施設もつくっ
た。今回訪れた３箇所は、前述の孤児院、一時避難の家及びプリスクール・チャイルドケアで
ある。現在、奉仕活動スワセータはサルボダヤ本部モラトゥワ周辺だけでなく、国内の他の地
域にも拡張している（15）。
４．保育実践について
　筆者らは2015年８月末・2016年８月末にサルボダヤ運動スワセータ内の３園の保育施設を
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訪ねた。その実践報告を行う。
⑴　サルボダヤ　スワセータ　リーラ・ジャヤセカラ記念子ども発達センタ （ー一時避難の家）
表２　実践記録１
名称 Sarvodaya Suwasetha Leela Jayasekara Memorial Child Development Center (Transit Home)
場所 サルボダヤ本部モラツトゥワ近く
滞在日時 2015年８月31日～９月３日
施設状況
　この施設は1995年に設立された。この施設の横にはシングルマザーのための住居施設がある。彼女らは
10代で妊娠したり、また虐待を受けたりと様々である。彼女らは、育児についての知識を得て、職業訓練
等を受け、子どもを養育する能力を身につけている。ここは、その期間に、子どもを24時間保育するプリス
クール・チャイルドケアである。その後、養育能力が身につけることができない場合は、後に示す孤児院に
子どもを託す。子どもたちはこの施設で、午前中はプリスクールとしての活動を行う。また午後は家のよう
なくつろいだ時間を過ごす。私たちはそのような子どもたちの状況を考慮し、午前中の活動にのみ参加した。
保育者
４名
　主任保育者Ｓは、施設全体を把握している。また主に保育を先導する主任保育者・寮母のＭ（41歳）が
いる。Ｍは日本に留学経験もあり、日本の文化に興味を持っている。文化交流として浴衣をお土産に渡し、
一緒に着て保育を行った。Ｍは、サルボダヤで教育を受け、また保育者となるための職業訓練を受けて現在
は保育者（寮母）として働いている。又アシスタント保育者Ａ（20歳）Ｃ（21歳）がいる。
子ども 17名（3‒4歳）
活動
１日目
9:30 サルボダヤ本部　概要説明
10:30 サルボダヤ本部内　アリヤナラトネ博士の夫人ニエタ挨拶
11:00 リーラ・ジャヤセカラ記念子ども発達センター( 避難の家）説明（避難の家であることから子どもについての情報保護、写真の禁止等の説明を受ける）
２日目
9:30 挨拶　子どもと名前の交換（日本語にて名前シールを貼る）
9:45 折り紙ワークショップ（紙飛行機を作り、とばして遊ぶ）その後日本のペンでお絵描き ･自由遊び
10:30 休憩（おやつ）
10:45 浴衣パフォーマンス
11:00 日本の絵本を読む（『いないいないばぁ』など）・ドラえもん絵描きうた
11:15 スリランカダンス
３日目
9:30 挨拶　子どもと名前の交換（日本語 ･シンハラ語にて名前シールを貼る）
9:45 造形ワークショップ「魚釣りゲーム」（絵の具を使って画用紙にビー玉ころがしをする。制作した紙でこいのぼりの魚をつくり、魚釣りのゲームを行う）その後自由遊び
10:30 休憩（おやつ）
10:45 日本の手遊びをする（『キャベツの中から』など）
11:15 スリランカダンス
４日目
9:30 挨拶　子どもと名前の交換（日本語・シンハラ語にて名前シールを貼る）
9:45 造形ワークショップ「なにがでてくるかな？」（ビニール袋に絵を描き、紙コップ・ストローを使って、息を入れて膨らむおもちゃを作る）その後自由遊び
10:30 休憩（おやつ）
10:45 お別れ会（子どもの名前を用いた日本の手遊びを行う）
11:15 スリランカダンス
12:00 サルボダヤ本部内　アリヤナラトネ博士挨拶
写真１　活動の様子 写真２　文化交流の様子
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（考察）
　引率教員２名・学生６名（２年生３名・３年生３名）で活動を行った。１日目は浴衣を着て
文化交流を行った。子どもには「日本のサリーのようなもの」と通訳を通して説明したが、異
国の服に興味を持ったわけではなかった。しかし保育者は興味を持ち一緒に着てくれた。良い
文化交流になったと感じる。スリランカでは特に女性の先生はサリーを着ていることが多く、
着た方が尊敬を受けるそうである。学生も民族衣装について再認識ができた。
　ワークショップについて、スリランカの子どもは、日本の色鮮やかな両面色つき折り紙や、
発色のよいペンに非常に興味を持っていた。また、スリランカにおいて造形は、見本があり皆
で同じ絵画を作ることが多いため、子どもは自分でつくって遊ぶということに楽しみを感じて
いた。子どもが日本で行う遊びと違った遊びに発展させており、その発想力に学生も感銘を受
けていた。遊び方についても、17名の子どもが一斉に遊ぶに当たってルールが必要になって
くる。学生は言葉が通じない中で、行動で示しながらルールを子どもに説明をしていく。それ
でもルールを破る子どもがいるわけで、その子どもに対し、視線や行動で諭していた。その結
果子どもがルールを守り始め、より楽しむことができる活動に発展していた。学生は言葉を使
わないコミュニケーションの大切さに気付いたようである。日本の絵本を読む際にも、言葉の
繰り返しが面白いようで子どもが真似をして声に出す。そのことが一連の遊びになってきて、
皆で声を出したり同じ動きをしたりすることで楽しむ。手遊びにしても同じである。言葉の説
明がなくても遊ぶことができることに気付いた。そのことに気付いたのはスリランカの保育者
も同じであった。子どもたちと一緒に造形や絵本・手遊びなどを楽しむことこそが保育の原点
であることを両国の保育者（学生も含め）で改めて再認識できた。そのことが異文化交流を超
えた保育交流になったと感じる。最終日にはニエタ夫人と地域の女性警察官（一時避難の家で
あるので安全を確認にくる）が保育参観に来た。ニエタ夫人は、子ども・保育者の笑顔を見て
「子どもと保育者と学生が皆笑顔でハッピーであることに満足している」と言って下さった。
最後に子どもがスリランカダンスを見せてくれた。これは８月末のペラヘラ祭（満月の祭り）
に披露したものである。子どもはこのような祭に参加し、地域交流を行っている。
─ 182 ─
桜花学園大学保育学部研究紀要　第15号　2017
⑵　サルボダヤ　スワセータ　孤児院　乳児のための栄養センター
表３　実践記録２
名称 Sarvodaya Suwasetha Malnourished babies (Nutrition Center)
場所 サルボダヤ本部モラツトゥワ近く
滞在日時 2015年８月31日と2016年９月１日
施設状況
この施設は1976年に設立された。３歳未満の孤児（母親が養育不能の場合も含む）に医療ケア・保育ケア
また栄養を与えている。現代ではバランスの取れたダイエットを行うこともある。定期的な健康診断・衛生
的で健康的な生活・適切な保育を行うことにより、子どもの心と体の発達を促進している。
保育者
６名
看護師・准看護師・衛生士を含む。またボランティア医師 ･軍医官もいる。
子ども 25名（0‒3歳）
活動
１回目
10:30 概要説明
10:45 見学
２回目
10:00 挨拶
10:10 自由遊び
10:30 おやつ・排泄・沐浴
11:30 終了
写真３　外観
（考察）
　2016年に訪れた際、施設には1‒2歳児12名と０歳児５名がいた。２歳児の生活の場である保
育室に、学生２名と教員２名の計４名で入った。保育室であるので、本来なら外部の人間を入
れないが、保育を学ぶ学生ということで入室が許可された。最初、子どもたちは私たちを見て
泣いていたが、徐々に慣れ、興味を示すようになった。その後、排泄のお手伝いをした。また
０歳児の保育室も見学した。学生は、スリランカの高温多湿な気候の中での保育について衛生
面での日本との違い等を感じていたようである。
サルボダヤ運動（スリランカ）における保育実践
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⑶　サルボダヤ　スワセータ　プリスクール・チャイルドケア・地域教育センター
表４　実践記録３
名称 Sarvodaya Suwasetha Pre-school, Day Care and Community Education Center
場所 サルボダヤ本部モラツトゥワ近く
滞在日時 2016年８月29日～９月１日
施設状況
この施設は日本の福岡ライオンズクラブ等の寄付により1992年に設立された。プリスクール ･チャイルド
ケア・地域教育センターの３つを兼ね備えている。筆者らが訪れた際も、午前中だけ過ごす子ども、午後か
らも過ごす子どもと様々な家庭環境の子どもがいた。また前述⑵の孤児院の子ども（２歳児）も社会性を養
うため、午前中のみこの幼稚園に通っている。
保育者
２名
保育者Ｇ（38歳）：保育者として25年従事している。ここに従事して２年である。サルボダヤ運動で保育に
ついて学びこのセンターへ赴任した。保育資格は持ってないが、音楽・ダンスの資格がある。英語が話せる。
保育者Ｒ（37歳）：アシスタントの保育者
子ども 15名（2‒4歳）（Pre-school 15名・Day Care 10名）　なお訪れた日は４歳（３名）３歳（３名）２歳（６名）
活動
１日目
9:00 サルボダヤ本部　概要説明
9:30 サルボダヤ本部内　アリヤナラトネ博士のニエタ夫人挨拶
9:45 お祈り ･挨拶　子どもと名前の交換（日本語にて名前シールを貼る）
10:00 休憩（朝食）家から持ってきた弁当を食べる（米・パン・麺・マカロニと様々であった。習慣である手を使って食べる子どもいれば、フォーク・スプーンを使う子どももいる）
10:30 造形ワークショップ「こまをつくろう」（段ボール紙に絵を描いてコマにして遊ぶ）その後日本のペンでお絵描き ･折り紙・自由遊び
11:00 日本の絵本を読む（『くっついた』など）･日本の手遊び
11:15 スリランカダンス ･日本のダンス
２日目
9:45 お祈り ･挨拶　子どもと名前の交換（日本語にて名前シールを貼る）
10:00 休憩（朝食）家から持ってきた弁当を食べる
10:30 造形ワークショップ「くるくるへびをつくろう」（紙に螺旋を描き、色を塗る。その後へびの凧をつくり遊ぶ）その後日本のペンでお絵描き ･折り紙・自由遊び
11:00 日本の絵本を読む（『バスがきました』など）・日本の手遊び
11:15 スリランカダンス ･日本のダンスその後、迎えの保護者と共に折り紙のワークショップを行う
３日目
9:45 お祈り ･挨拶　子どもと名前の交換（日本語にて名前シールを貼る）
10:00 休憩（朝食）家から持ってきた弁当を食べる。
10:30 造形ワークショップ「スタンプあそび」（日本のホイップ絵の具を使って手形・フィンガーペイント遊びを行う）その後日本のペンでお絵描き ･積み木遊び・自由遊び
11:00 日本の絵本を読む（『いないいないばぁ』など）・日本の紙皿シアター実演
11:15 スリランカダンス ･日本のダンス
４日目
9:30 挨拶　子どもと名前の交換（日本語・シンハラ語にて名前シールを貼る）
9:45 造形ワークショップ「魚釣りゲーム」（」（昨日制作した紙でこいのぼりの魚をつくり、魚釣りのゲームを行う））その後自由遊び、英語を交えたシンハラ語のレッスン
10:30 休憩（おやつ）
10:45 お別れ会（ダンスのときに使った手つくりポンポンと日本のヨーヨー風船をプレゼントする）
11:15 スリランカダンス ･日本のダンスその後、迎えの保護者と共に折り紙のワークショップを行う
写真４　ワークショップの様子 写真５　交換した作品
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（考察）
　引率教員２名・学生３名（２年生２名・３年生１名）で活動を行った。この施設はプリスクー
ル・チャイルドケア・地域教育センターの３つを兼ね備えている。プリスクールは９時～12
時、チャイルドケアは９時～17時まで開園している。保育者Ｇは自生の地域で20年近く保育
に従事してきた。その後サルボダヤ運動における保育者育成プログラムに参加し、現在はサル
ボダヤ運動が運営するこの施設で保育者として従事している。Ｇは歌とダンスが得意であり、
ダンスの資格を持っている。子どもたちと一緒にスリランカダンスを踊る姿が印象的であった。
このようにプリスクール・チャイルドケアにおいてスリランカの伝統文化の継承を行ってい
る。私たちにもスリランカダンスを教えてくれた。私たちも日本のダンス（日本で人気の「妖
怪ウォッチ」や「エビカニクス」など）を踊った。Ｇは興味を持って携帯電話でビデオを撮っ
ていた。またＧは工作も得意である。保育室内にはＧと子どもたちの作品が沢山飾ってあった。
私たちも日本から持ってきた画材と共に工作のワークショップを行った。保育者ＧやＲは興味
を示し、子どもと共に一緒に作ることを楽しんだ。その後Ｇは子どもたちに示す教材見本を交
流のため私たちにプレゼントしてくれた。また、私たちも折り紙等をプレゼントした。良い保
育交流になったと感じる。またＧは英語も話す。保育室内にはシンハラ語と英語を交えた教材
が貼ってあった。子どもたちもＧから英語を学んでいるようで、片言の英語を話していた。ま
た２・４日目には、迎えの保護者と共に折り紙のワークショップを行った。そして４日目には
子どもだけでなく保護者にも日本のヨーヨー風船をプレゼントした。保護者は日本から来た私
たちを温かく迎えてくれた。保育者・子ども・保護者らと良い異文化交流ができたと感じる。
おわりに
　この数年間におけるアジアの発展は目覚しい。スリランカにおいても筆者の訪れた２年の間
サルボダヤ運動（スリランカ）における保育実践
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だけで、首都コロンボの経済的発展については目を見張るものがあった。政治・経済・社会だ
けでなく、保育に関しても変動しているように感じる。プリスクール・チャイルドケアのひし
めく姿、近年の文字・英語教育の過熱化については日本を上回るものがあった。
　しかしスリランカの保育について、特にサルボダヤ運動の保育についてであるが、分かち合
いの考えのもと行っていることを強く感じた。分かち合いとは、地域社会で自発的に「何とか
しよう」という考えのもと、地域住民が話し合いを通して「何とかする」方法を見つけ出すこ
とである。地域住民が選んだ保育者・保健師、子どもを地域で育てるという姿勢、地域住民で
作った園舎等、地域での分かち合い、つまり話し合いのもと行われているので、安定した保育
が提供されていると感じる。これはサルボダヤ運動の精神の宗教・階層・人種を超えたすべて
の人々を受け入れるという考えのもとで話し合いがあるからである。今回、サルボダヤ運動の
保育施設で保育実践を行った。どの施設の保育者も、日本人である私たちを快く受け入れてく
れた。保育を通して交流することを受け入れてくれた。話し合いこそないにしろ、それはお互
いの刺激になり保育について改めて考えるきっかけになったのでないか。保育を通して互いに
楽しむことができた経験は、子どもは楽しい遊びの中で育つという共通の考えを再認識できた
のではないか。
　最後に学生の学びについて述べる。浴衣を着たり、日本の伝統的玩具を持って行ったり、日
本のダンス・絵本・歌を披露したり、日本の造形を行ったりと様々なことを異文化交流として
行った。そこには片言の英語やシンハラ語は用いるものの、そこは表情を通してコミュニケー
ションするしかない。スリランカの保育者も、学生の表情に、子どもを愛するという共通の認
識を感じた。学生は表情を通してのコミュニケーションの大切を学んだと感じた。これこそが
分かち合いである。この経験を通して今後の保育に役立ててほしいと感じる。
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